
日本天文学会2010年秋季年会

J33a MAXIによるLMC X-4の観測
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全天 X線監視装置「MAXI」のガススリットカメラ「GSC」による LMC X-4の観測結果を発表する。LMC
X-4は大マゼラン星雲内に存在する比較的明るい中性子星連星系であり、パルス周期（13.5 秒）と軌道周期（1.4
日）に加えて、超軌道周期 (30.4日）の変動を示す天体である。超軌道周期は、降着円盤の歳差運動が原因で中
性子星が見え隠れすることにより生じると考えられている。LMC X-4の光度は、超軌道周期毎に変動しており、
MAXIの観測により初めて長期的な変動の様子を捉えることが可能となった。また、超軌道周期の増光期間と減
光期間のスペクトルを調べたところ、スペクトルが異なることが分った。この非対称性と降着円盤の歳差運動と
の関係について議論する。
一方、LMC X-4 は非周期的に、数日に一度程度の頻度で、継続時間約 1000秒のフレアを起すことが知られて

いるが、MAXIの３００日間の観測により、継続時間１日のフレアも１度だけ観測された。この珍しいフレアの
スペクトルは、通常のフレアよりハードであることが分った。この現象についても議論する。


